
鉱蜘　　桑葉上の測脳GI…e・ul・・i・M・・i（新種）蹴て　　　　　　　　109

藪　練　　學　難i　誌

第　五　巻　　第　二　號

昭和七年十一月

報　　　交
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　1・寄　生　朕　態

上田灘朝載醗に於て女台めて之嬢見したのは汰正＋三年＋一服日で懇の．kMl
畷生せる煤病菌（S・・ty・m・ld・）槻つて居たものであつた。簸昭和三年一囲二＋五晒

び同圃傷で桑葉上に之を見た。從て本菌の捜1三時期は夏季よの晩秋に亘るものと察せられる。

併し其爽生は他の菌類の如く普遮的では無く、極めて稀に認め得られるに過ぎない。共菌叢は

レモン黄色艘し・恰も花槻の如く騙騰であるが岬に繭に附瀧るのみで、何等寄

主の組織礎色・噸等の現象を起さざるeと煤病酷くはの加僻囑の菌類の如くであ

る・齢の大さは不定であるが大なるものvlま3－4nmnの醐酷し、牛球形をなしてゐる。＿

葉上に獲生する菌叢の数は1個乃至4－5個位のもので、赤澁病菌の如く澗面に散磯することは

無v・。

　要するに本菌は生ける桑葉に限りて護生するBiOphilousのものでは宿るが、殆ど認め得ぺ

轍髄醸さな鴨ので・實用上別に關係無きも噺縦して輸上鰍あるものと信褐。

　2・菌の形態
艶の欄鮪する菌叢の大部分は胞子（e…idi・）喋塊であつて、才欝搬ぴ齢を鏡

検することは決して容易でない。

胞子は大鰍形であるが詮敵寧獣の麹縮齢も金米糖鋤。く、且つ刺に大小の別あ

りて梢移角燦も見える6・之撚迫すれ戯鱒形の酪物醐出する。胞子の酪酬定
したる値は次の如し。
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　勘1ち最大4却、最小2御，準均36、邸であり、菌類の分生子としてはE大なものである。

　櫓子麺は胞子の一端に着き圓筒形（挿圃の3）をなし、長さ30th35－45y．，太さ7・－9…一・10：J・　・無

色で膜厚く、密集して葉面上に直立して居る。捲子梗の基部は菌懸に漣綾せるもの（挿間の5）

の外、皮膜歌をなして鑛がり別に菌懸を認め得ないものがある。

　菌綜は菌叢の成熟せるものでは僅かに周遊の部分にのみ存在するを見るから、恐らく一定の

榮養期聞を経たる後は壊頽溶解して皮膜歌に攣じて了ふものであらう。菌綜は無色で共の太さ

は6－8－－10vj、膜壁梢々厚く、節膜を有する。

　3，菌　の　所　屡

　胞子として分童子のみを生じ、柄子殻を有せす・子坐をヲ1多域しなV・故・不完全菌綱（Deute－

romycetes）中の念珠菌回（Moniliales）｝こ鵬する。而して菌綜は無色・分生子は黄色・軍胞・

ほkN球形であるから、念珠菌科（MoniliaGeae）の1”fyalosportreに入るべく、更に菌綜の獲

蓬貧弱なる黒占で　濯伽妙卿だ駕　1て騰すること確實であるJ次に分生子が蓮鎖状を成さす全休

として、頭歌をなすこと、生葉に磯生すること等の事實から　Glorirerit　laritx腸に當る。

　Clemaen七s，　Shear爾氏の“The　Genera　of　Fungi”にはαo〃28溜1αガ4　corni　I－）吃なる

ものが圖螂（53岡版3）してあり．ミヅキ厩（Conus）に寄生するもので分生子の直樫は大休10

＿12．5－15【唾、本題の桑葉に畿生するものとは分生子の大さに於て格段の差がある。帥ち113位

の直裡であるo

　我邦に於て記載せられたものでは、台灘の澤田氏が樟の粉實病菌として　C／oノ〃6〃幽7融

ci／1〃ご〃〃oノ躍Scx　“t　or～ldl，ilを暴げて居るが、之は後に別厩のll．t”al？asit／iuフ〃5TarLvatlcrc　Ii‘nntxtltv

と改名されて居る。
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　それで桑葉に稜生するものを剛薪種とし、（3Vo／71・C’〃！／rZP’idx　1・f？i’i　IIL・ノ～～1「，，功，71a」rJ．と名づけ

「黄粉菌」の和名を輿へたいと，思ふ。

On Glomerularia Mori, sp. nov.

Yasutaro YENDO and Yoshisato IMAMURA.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lleGeivecl　SoP・14，　：tg32．）

　　Th・p・e・ent　f・mg・・w・・f・und・eve・al　time…the　m、lb，，，y　leav，、　i。。。，

f・mi・lt　i・merely・・epiphyt・，・・t・a・si・g．・ny・e・i・・s　d・m・g・，　b、t　w。，thily

to　describe　here　as　a　new　species，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

4ce「vUli・f　thi・f・・g・ls　a・e・m・II・・tt・i・i・9・3－4mm　i・di・m・t・・，　and　scat．

te撃PP9°n　the　leav・・v・・y・p・・sely・s・m・times・nly・n・，　b・t・…pi・・。・、　i。　lt、

brlght　lemon　yellow，

Alittl・am・unt・f・t・・i1・hyph・・i・・b・e・vabl・，・reepi・g・。　the　epidermi、。f

the　h・・t　1・af，　P・・vid・d　with　m・・y・ept・，・6－8－101・　i。　width，。。1。，1ess。

C°nidi°ph・・e・a・e・h・・t・・yli・d・量ca1，30・－35－4・5／i　l・ng・・d　7－9－10μwld，，

colorless，　crowding　vertically　in　the　acervulus．　　　　　　　　　　　　　　　　’

C°nidia　a・9・・Y　cat・・at・・b・t　capiヒ・t・，　b・ight　y・11・w，・1m・st・ph，，ica1，

26－36．5－41／11n　dlameter，　with　short　spines　on　their　whole　surface．°

T！li・f・ng・・，　acc・・di・g　t・it・ch・・a・t・・s　ab・v・m・・ti・n・d，　m。y　b，　ah、11i，d

§pe豆1es　t°α゜”eer，ilt？ra　c・…i　．1？k・蜘・h　h・…七y・t　been　fQund　i。　J。p、n，　b、t

lt　dlffers　particularly　in　the　size　of　conidia．


